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短
歌
　
技
法
❶

雲
の
よ
う
だ
（
六
音
）
が

結
句
（
最
期
の
句
）
だ
と
す
る
と
、

七
音
な
の
で
一
字
足
り
な
い
。

五
・
七
・
五

七
・
七

短
歌
の
基
本
形
式
。

三
十
一
音
を

こ
の
順
に
並
べ
る
。

五
句
三
十
一
音
が
基
本

始
め
が
「
初
句
」
（
し
ょ
く
）

終
わ
り
が
「
結
句
」
（
け
っ
く
）

字
足
ら
ず

倒
置
法

隠
喩

た
と
え
る
と
き
に

「
よ
う
に
」
「
よ
う
だ
」

な
ど
を
用
い
な
い
。

ガ
ラ
ス
の
心

10点×10
得点　　　　 　/  100

①
目
覚
め
る
よ
う
に

②
雲
の
よ
う
だ

語
順
を
逆
に
し
て
意
味
を

強
め
る
。

似
た
構
成
の
言
葉
を
並

べ
、
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
。

字
余
り

基
本
の
音
数
よ
り

多
く
す
る
。

た
と
え
る
と
き
に

「
よ
う
に
」
「
よ
う
だ
」

な
ど
を
用
い
る
。

直
喩

擬
人
法

人
で
な
い
も
の
を
人
に
た

と
え
て
表
現
す
る
技
法
。

文
の
最
期
を
体
言
で
終
わ

ら
せ
る
こ
と
で
、
感
動
を

強
め
る
。

基
本
の
音
数
よ
り

少
な
く
す
る
。

①
空
が
ほ
ほ
え
む

②
大
地
が
ど
よ
め
く

短
歌
に
使
わ
れ
る
①
～
⑩
の
技
法
を
意
味
・
例
を
参
考
に
し
て
書
き
入
れ
な
さ
い
。

　
　
　
年
　
　
組
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

①
ゆ
っ
く
り
と
～
ゆ
っ
く
り
と

②
右
に
右
に
右
に

①
～
秋
の
夕
暮
れ

②
～
青
い
ハ
ン
カ
チ

①
山
は
大
き
く
、
人
は
小
さ
い
。

②
青
い
空
、
白
い
雲

勉
強
す
る
、
国
語
を
。

反
復
法

体
言
止
め

対
句

大
地
が
ど
よ
め
く
（
八
音
）
が

結
句
（
最
期
の
句
）
だ
と
す
る
と
、

七
音
な
の
で
一
字
余
る
。

同
じ
言
葉
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
強
調
し
た
り
、
リ

ズ
ム
感
を
生
み
出
す
。

意
味

例



コ ケ ク キ カ オ エ ウ イ ア

（ カ ） （ ア ） （ ク ） （ イ ） （ キ ） （ エ ） （ オ ） （ コ ） （ ケ ） （ ウ ）

擬
人
法

直
喩

隠
喩

五
・
七
・
五

七
・
七

語
順
を
逆
に
し
て
意
味
を
強
め
る
。

反
復
法

体
言
止
め

字
足
ら
ず

短
歌
　
技
法
❷

短
歌
に
使
わ
れ
る
技
法
と
、
意
味
の
組
み
合
わ
せ
が
正
し
く
な
る
よ
う

カ
ッ
コ
に
ア
～
コ
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。

基
本
の
音
数
よ
り
少
な
く
す
る
。

字
余
り

基
本
の
音
数
よ
り
多
く
す
る
。

た
と
え
る
と
き
に
「
よ
う
に
」

「
よ
う
だ
」
な
ど
を
用
い
る
。

同
じ
言
葉
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
強
調
し
た
り
、

リ
ズ
ム
感
を
生
み
出
す
。

倒
置
法

対
句

人
で
な
い
も
の
を
人
に
た
と
え
て
表
現
す
る
技
法
。

文
の
最
期
を
体
言
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
、

感
動
を
強
め
る
。

得点　　　　　/100

10点×10

　
　
年
　
　
組
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

似
た
構
成
の
言
葉
を
並
べ
、
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
。

短
歌
の
基
本
形
式
。

三
十
一
音
を
こ
の
順
に
並
べ
る
。

た
と
え
る
と
き
に
「
よ
う
に
」

「
よ
う
だ
」
な
ど
を
用
い
な
い
。

意
味



コ ケ ク キ カ オ エ ウ イ ア

（ ウ ） （ カ ） （ ケ ） （ ク ） （ コ ） （ オ ） （ ア ） （ イ ） （ エ ） （ キ ）

得点　　　　　/100

10点×10

　
　
年
　
　
組
　
名
前
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ま
る
で
雲
の
よ
う
だ
。

太
陽
が
吠
え
る
。

短
歌
　
技
法
❸

短
歌
に
使
わ
れ
る
技
法
と
、
例
の
組
み
合
わ
せ
が
正
し
く
な
る
よ
う

カ
ッ
コ
に
ア
～
コ
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。

ガ
ラ
ス
の
心

字
余
り

走
る
、
走
る
、
走
る
。

三
十
一
音
が
短
歌
の
基
本
形
式
。

カ
バ
ン
に
入
れ
る
、
教
科
書
を
。

倒
置
法

対
句

結
句
（
最
期
の
句
）
を
6
音
に
す
る
。

五
・
七
・
五

七
・
七

忘
れ
は
し
な
い
夏
の
青
空
。

反
復
法

体
言
止
め

字
足
ら
ず

夜
は
寒
く
、
昼
は
暖
か
い
。

擬
人
法

直
喩

結
句
（
最
期
の
句
）
を
8
音
に
す
る
。

隠
喩

例
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